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 防犯面で非常に有効的。

 深夜営業を止めたら、そのメリットより、
デメリットのほうがはるかに多い。

 ２４時間営業を規制するほかにもっと効
率のいい方法が考えられるのではないか。

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/3d/7_Eleven_Fukushima_Shinchi_Town_Shop.jpg
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 ２４時間営業を行うことで、防犯・防災
上の貢献もある。２００７年度に女性の
コンビニへの駆け込みは１万３０００件
以上あった。

 大規模な地震が発生した際にも、ライフ
ラインとして緊急支援物資の提供などを
行える。

 コンビニエンスストアは全国で４万１５
５９店展開されている。（２００８年１
０月現在）

 利用者は２００８年１０月だけでも１１
億８５８５万３千人となっており、２０
０７年１０月の１０億８２６１万４千人
から大幅な増加の傾向を辿っている。
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 売上は２００７年１０月の６２１億４万
３千３百万円から２００８年１０月だけ
でも６８６億７万６千６百万円不景気な
世の中とは裏腹に大幅な増加の傾向を
辿っている。
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営業時間規制前の２０％程度の売上
げ減になると予想される。

大量の既存雇用者が失職することに
なると予想される。

 仮に１６時間営業に短縮した場合、冷
蔵・冷凍庫は稼動し続けることや、物流
が昼間に集中することで効率が落ちＣＯ２

排出量が増える。よって差し引き４％程
度（日本全体の排出量の０．００９％）
の削減効果しか見込めない。


